
（
請
求
書
の
謄
本
等
の
提
供
、
意
見
書
の
差
出
し
・
法
第
十
七
条
）

（
請
求
書
の
謄
本
の
交
付
、
意
見
書
の
差
出
・
法
第
十
七
条
）

第
四
条

検
察
官
は
、
裁
判
所
に
係
属
す
る
事
件
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。

以
下
「
法
」と
い
う
。）第
十
七
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
由
の
た
め
管
轄
移
転
の
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、

速
や
か
に
、
被
告
人
に
対
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
を
提
供

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
一
号
に
定
め
る
電
磁
的
記
録
（
法
第
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
電
磁

的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
提
供
は
、
被
告
人
に
異
議
が
あ
る
と
き
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
条

検
察
官
は
、
裁
判
所
に
係
属
す
る
事
件
に
つ
い
て
刑
事
訴
訟
法（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
。

以
下
法
と
い
う
。）第
十
七
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
事
由
の
た
め
管
轄
移
転
の
請
求
を
し
た
場
合
に
は
、
速

や
か
に
請
求
書
の
謄
本
を
被
告
人
に
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

当
該
管
轄
移
転
の
請
求
を
第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
の
方
法
に
よ
り
し
た
場
合

フ
ァ
イ
ル
（
法
第
四
十

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
フ
ァ
イ
ル
を
い
う
。
第
三
十
一
条
の
二
及
び
第
百
三
十
八
条
の
二
を
除
き
、
以

下
同
じ
。）（
第
六
十
五
条
の
七
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
の
記
録
媒
体
）
に
記
録
さ
れ
て
い
る

請
求
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
た
書
面
又
は
電
磁
的
記
録

﹇
新
設
﹈

二

当
該
管
轄
移
転
の
請
求
を
請
求
書
に
よ
り
し
た
場
合

請
求
書
の
謄
本

２

被
告
人
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
提
供
を
受
け
た
日
か
ら
三
日
以
内
に
管
轄
裁
判
所
に
意
見
書
を
差
し
出
す

こ
と
が
で
き
る
。

２

被
告
人
は
、
謄
本
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
三
日
以
内
に
管
轄
裁
判
所
に
意
見
書
を
差
し
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

（
忌
避
の
申
立
て
・
法
第
二
十
一
条
）

（
忌
避
の
申
立
て
・
法
第
二
十
一
条
）

第
九
条

﹇
略
﹈

第
九
条

﹇
同
上
﹈

﹇
２

略
﹈

﹇
２

同
上
﹈

３

忌
避
の
原
因
及
び
忌
避
の
申
立
て
を
し
た
者
が
事
件
に
つ
い
て
請
求
若
し
く
は
陳
述
を
し
た
際
に
忌
避
の
原

因
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
こ
と
又
は
忌
避
の
原
因
が
事
件
に
つ
い
て
請
求
若
し
く
は
陳
述
を
し
た
後
に

生
じ
た
こ
と
は
、
申
立
て
を
し
た
日
か
ら
三
日
以
内
に
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
に
よ
り
こ
れ
を
疎
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３

忌
避
の
原
因
及
び
忌
避
の
申
立
て
を
し
た
者
が
事
件
に
つ
い
て
請
求
若
し
く
は
陳
述
を
し
た
際
に
忌
避
の
原

因
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
こ
と
又
は
忌
避
の
原
因
が
事
件
に
つ
い
て
請
求
若
し
く
は
陳
述
を
し
た
後
に

生
じ
た
こ
と
は
、
申
立
て
を
し
た
日
か
ら
三
日
以
内
に
書
面
で
こ
れ
を
疎
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
申
立
て
に
対
す
る
意
見
書
・
法
第
二
十
三
条
）

（
申
立
て
に
対
す
る
意
見
書
・
法
第
二
十
三
条
）

第
十
条

忌
避
さ
れ
た
裁
判
官
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
忌
避
の
申
立
て
に
対
し
意
見
書
（
電
磁
的

記
録
を
も
つ
て
作
成
す
る
も
の
を
含
む
。）を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
条

忌
避
さ
れ
た
裁
判
官
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
い
て
は
、
忌
避
の
申
立
て
に
対
し
意
見
書
を
差
し
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

（
被
疑
者
の
弁
護
人
の
選
任
・
法
第
三
十
条
）

（
被
疑
者
の
弁
護
人
の
選
任
・
法
第
三
十
条
）

第
十
七
条

公
訴
の
提
起
前
に
し
た
弁
護
人
の
選
任
は
、
弁
護
人
と
連
署
し
た
書
面
若
し
く
は
そ
の
画
像
情
報
又

は
弁
護
人
と
の
連
署
に
代
わ
る
措
置
を
と
つ
た
電
磁
的
記
録（
第
百
六
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
こ
れ
ら
を「
弁

護
人
選
任
書
」と
い
う
。）を
当
該
被
疑
事
件
を
取
り
扱
う
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
に
提
出
し
た
場
合
に
限
り
、

第
一
審
に
お
い
て
も
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

第
十
七
条

公
訴
の
提
起
前
に
し
た
弁
護
人
の
選
任
は
、
弁
護
人
と
連
署
し
た
書
面
を
当
該
被
疑
事
件
を
取
り
扱

う
検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
に
差
し
出
し
た
場
合
に
限
り
、
第
一
審
に
お
い
て
も
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２

検
察
官
又
は
司
法
警
察
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
弁
護
人
と
連
署
し
た
書
面
の
画
像
情
報
が
提
出
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
、
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
新
設
﹈

３

第
一
項
に
規
定
す
る
連
署
に
代
わ
る
措
置
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
が
被
疑
者
及
び
弁
護
人
の
作
成
に
係
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
当
該
電
磁
的
記
録
の
改
変
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

（
被
告
人
の
弁
護
人
の
選
任
の
方
式
・
法
第
三
十
条
）

（
被
告
人
の
弁
護
人
の
選
任
の
方
式
・
法
第
三
十
条
）

第
十
八
条

﹇
略
﹈

第
十
八
条

﹇
同
上
﹈

２

第
六
十
五
条
の
二
第
一
項
の
方
法
に
よ
り
前
項
に
規
定
す
る
弁
護
人
の
選
任
を
す
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定

す
る
弁
護
人
と
連
署
し
た
書
面
の
画
像
情
報
若
し
く
は
弁
護
人
と
の
連
署
に
代
わ
る
措
置
を
と
つ
た
電
磁
的
記

録
を
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法
又
は
当
該
画
像
情
報
若
し
く
は
当
該
電
磁
的
記
録
を
記
録
し
た
記
録
媒
体
を

裁
判
所
に
提
出
す
る
方
法
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報
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